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ごあいさつ

この度は、VESTAX PMC 01プ ロフェッショナル ミ

キシングコントローラーをお買い上げいただきまして、

誠にありがとうございます。

本機の性能を最大限に発揮するためにも、この取扱

説明書を良くお読み下さるよう、お願いいたします。

[VESTAX PMC-01の 特 長 ]

●コンパクトなボデイーにD」 ミキサーの基本となる機能を

凝縮しました。各メイン入カチャンネルにはトリムヴォリュー

ム、さらにHI、LOWの 2バ ンドイコライザーを搭載し、

入力系統は、PHONO入 力 2系統、LINE入 力 2系統、MI

C入力 1系統の全5入力に対応しています。

●フェーダーヴォリユーム周辺の四凸をなくすことにより、

シンプルなデザインを実現するとともに、パフオーマンス

性の向上も可能にしました。

●前面パネルにはD」 ミキサー初の木材を利用。全体的に暖

かみのあるデサインを実現できました。

(       安 全上のご注意       )

0本機はACアダプター専用です。交流電源や他の異なる電圧
の直流電源に、直接つないで使用することはできません。

●電源プラグをコンセントから抜くときは、必ずプラグを持っ

て抜いて下さい。無理にコードを引っ張ったりして抜 くと、

コードを傷めてしまいます。

●水などに濡れた手でプラグを持ってコンセントに抜き差 し

しないで下さい。感電すること力`あり、大変危険です。

●ビニールなどの皮膜力劫 れたり、擦れたりして芯線が露出

している電源コードをそのまま使用すると、感電や火災の

原因となります。また本機内言mこ水などの波体や可燃物お

よびピンなどの金属類を入れないようにご注意下さい。感

電や故障の原因となります。

●本機外装カバーを取り外して、内部に手を触れないで下さ

い。この結果生じた損傷、感電や火災について、当社はそ

の責任を負いません。

(      ア フ ター ・サ ー ビス       )

1本機には保証書を添付してあります。所定事項を記入して

お渡しいたしますので、記載事項をご確認の上、大切に保

管して下さい。

2保 証期間中は保証書の記載内容により、当社サービス期間

力却歩理いたします。

3保 証期間経過後、修理によって機能が維持できる場合は、

お客様のご要望により有償惨理いたします。

常温 (5～"℃ )で 、通気力導iV 、ヽ頑丈で電源電圧の変動が

少ない場所に設置して下さい。また、アルコールやシンナー

などの溶剤で塗装面を拭かないで下さい。塗嚢力測 げること

があります。

本体の保証期間は1年ですが、クロスフェーダーやインプッ

トフェーダーなどを耐久力の超えた使い方、例えばスクラッ

チプレイなどでお使いになると、通常のパーツの耐久期間と

して保証されている期間 (1年以上)が 1ケ月に短縮されて

しまうことがあります。その場合の交換につきましては、当

社の判断により実費を請求させていただきます。また、パー

ツに無理な力を加えると破損すること力`ありますので、本機

の性能に疑問が生じた場合は、お買い上げの販売店か弊社ま

でお問い合わせ下さい。



各部の名称とはたら

フロント・パネル

① 夕ヽワーLED

リアパネルの電源ON/OFFス イッチカONの ときにLED

力渋 灯します。

② インプットセレクター

各プログラムチャンネルの入力をPHONO、 LINEの いず

れ力対こ設定します。スイッチを倒した状態でLINEに なり

ます。トランスフォーマースイッチとしても使用できます。

③ インプットフェーター (PGMl、 PCM2)

各プログラムチャンネルの入力された音楽ソースのレベル

を調節します。

④ トリムコントロール (PGMl、 PGM2)

PGMlと PCM2に 入力された音楽ソースとの間のレベル

差を調節します。インプットフェーダーカ` 7～ 8め位置で

レベル合うように調節してください。

⑤ イコライザーヴォリューム (PGMl、 PGM2)

HI 高 音補正用のヴォリュームです。

LOW 低 音補正用のヴォリュームです。

③ インプットレベルメーター

各プログラムチャンネルに入力されているレベルを表示し

ます。(dB表 示)

① クロスフェーダー

左側に移動するに従いPCMlの 音力S、右侃1に移動するに従
いPCM2の 音が、それぞれ出力されます。また中央部では、

両方の音が同時に出力されます。

※ クロスフェーダーを動かしたときにノイズが目立つよ

うになった場合は、フェーダーユニットを交換して下さい。

クロスフェーダーには
｀
CF 01"をお使い下さいょなお交換

の際は、次の要領で行って下さい。

●各フェーダーのツマミを取り外し、トップカバーを止め

ている両サイド4本のネジを取り外します。

●フェーダーユニツト取り付けネジ (2本)を外します。

●フェーダーユニットからマルチケーブルコネクターを抜

きます。

● 新しいフェーダーユニットに、コネクターを差し込み

取り付けネジで固定します。このとき、フェーターユニッ

トの片方のネジ穴にあらかじめネジを仮止めしてから取

り付けてください。

● トップカバーを元に戻し、ネジで留め、ツマミを取り付

けます。

③ヘッドフォンジャック
ステレオタイプのヘッドフォンを接続します。ヘッドホン

のR側 からはマスターアウトの音が、L IFlからはモニター

セレクトスイッチで選んだ音力Sモニターできます

③ モニターセレクトスイッチ
ヘッドホンでモニターする信号を選択します。PCMl側 に

セットするとPCMlに 入力された信号を、PGM2側 にセッ

トするとPCM2入 力された信号をモニターすることができ

ます。

① モニターボリューム

ヘッドフォンジャックに接続されたヘッドフォンの音量を

調節します。

① マスターアウトヴォリューム

リアパネルのラインアウト端子から出力される音量を調節

します。

⑫ バランスヴォリューム

ラインアウトのLチ ャンネルとRチ ャンネルから出力され

るレベルのバランスを調節します。

⑬ マイクレベルヴォリューム

リアパネルのマイクジャックに接続されたマイクの音量を

調節します。
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⑭ パワースイツチ

電源のON/Orrス ィッチです。Oヽのときにフロントパ

ネル上のLEDが 点灯します。このスイッチを操作する際

は、接続しているパワーアンプなどのボリュームを下げる

か、電源を切った杓害で行って下さい。

⑮ DCイ ンプットジャック

付属のACア ダプター (DC 15PMC又 はDC 15)を接続し

ます。
輸 グランドターS十ル

ターンテーブルのアースコードを接続して下さいコノイズ

やハムを減少させます。

⑫ ラインアウト

最終的にミックスされた信号が出力されます。アンプなど

に接続して下さい (オーデイオ用アンプの場合、LINEや

AUXの 表記がある端子に接続します)。2系統あるので、

メイン出力以外に片方を録音用として使ったり、ブース内

のモニター用として使ったりできます。

⑬ インプットジャック1

PGMl用 のインプットジャックです。PHONOに はターン

テーブルをLINEに はCD、 MD、 DAT、 テープデッキ、

リズムマシン、サンプラーなどを接続 してください。

⑩ インプットジヤック2

PGM2用 のインプットジャックです。18と 同様に接続し

てください。

※本機のPHOヽ O入 力にはMCカ ートリッジは使用できま

せん。ご使用の際には、昇圧 トランスなどでレベルを調飾

してください。

① マイクインプットジャック

マイク用のインプットジャックです。

(仕  様 ) ●定格入カレベル/イ ンピーダンス
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●定格出カレベル/イ ンピータンス

LINE O u T

● 周波数特性

●クロストーク

● SN比

● タト形寸法 (W× H× D)

● 重■

‐54d B v / 3  3 kΩ

10d B v / 4 7 0 k 0

42d B/470k Ω
-5dBV/2200

打Od BV/220Ω

30Hz～20k Hz +0,3d BV

100dB以上

82d B以上

187×165X69mm

3 5kg
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